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   The contents of  vitamins, polyphenol, and antioxidant activities by ABTS method in young 
buds of 9 cultivars of grapes（Vitis spp. ; Beniizu, Aki Queen, Oriental Star, Honney Venus, Shine 
Muscat, Kyoho, Takao, Muscat Bailey A, Fujiminori）found in the nipped bud, were investigated. 
Vitamin B1 content of young buds of 9 kinds grapes averaged 0.08mg/100g fresh weight, with 
Muscat Bailey A（0.04mg/100g）containing about half as much as the others.  The average B2 
content was 0.02mg/100g and did not differ between 9 cultivars. The average contents of niacin, 
vitamin B6 and total vitamin C were 1.5mg/100g, 0.06mg/100g and 111mg/100g, respectively. 
Polyphenol content expressed as garic acid and the antioxidant activities averaged 770mg/100g 
and 26mmolTorox-eq/100g, respectively, and the polyphenol content and antioxidant activity of 
Oriental Star were about twice as much as the others.  Resveratrol content averaged 6.8μg/g with 
Takao and Kyoho containing double the concentration of the others.  The antioxidant activities 
were correlated with the polyphenol contents.  After deep-frying, polyphenol and vitamin C 
contents decreased about 40%, and as the taste was good without any bitterness, the usefulness of 
the nipped bud was shown.
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resveratrol（レスベラトロール）, antioxidant activity（抗酸化活性）, deep-fry（天ぷら）
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タカジアスターゼ B 溶液５mL を加え、37 ～ 40℃、
16 ～ 17 時間酵素分解を行った。冷却後、酢酸緩衝
液（pH4.5）で希釈ろ過後、試料溶液とした。測定






530nm を用いた HPLC －蛍光法で測定した 4）。
（3）ナイアシン分析
　若芽約２g に 0.5mol/L 硫酸約 100mL を加え、






































を 0.1mol/L 塩酸で pH ２～３とした。この水溶液を






　若芽２～３g にエタノール 40mL を加え、遮光下
で２時間　振とう（150 回／分）、ろ過、ろ液を活
性炭ろ過し、褐色瓶に冷蔵保存し出来るだけ迅速に
HPLC 分析に供した。HPLC 条件は、カラムに Inertsil 
ODS ５mm、内径 4.6× 150mm を用い、溶離液に１％
酢酸－メタノールを用い、流速 0.35mL/min、カラム
温度 35℃、検出波長 310nm で行った。
（8）抗酸化能の測定
　若芽 2.0g を採り、70％メタノール 25mL を加え
均一化し、遠心分離により固形物を取り除き、70％
メタノールにて 20 倍に希釈し測定溶液とした。測
定 溶 液 に つ い て、 抗 酸 化 能 測 定 TAS キ ッ ト




















い品種はマスカットベリー A の 0.04mg/100g であ





均 1.5mg/100g であった。ビタミンＢ6 含有量は品種
で違いが見られ、最も多い品種はオリエンタルス
ター及び高尾の 0.08mg/100g、少ない品種は安芸ク


















活性はオリエンタルスターの 42mmol Trolox 当量
/100g、最も低い活性は紅伊豆、巨峰及び藤稔の
21mmol Trolox 当量 /100g であり、平均値は 26mmol 





























ビタミンＢ１ ビタミンＢ２ ナイアシン ビタミンＢ６ 総ビタミンC ポリフェノール ﾚｽﾍﾞﾗﾄﾛｰﾙ 抗酸化能
（mg／100g） （mg／100g） （mg／100g） （mg／100g） (mg/100g) （没食子酸当量mg/100g) （μｇ/g)
（Trolox当量
mmol/100g)
 0.08 0.2 1.4 0.05 86 444±72 8.0±2.0 21
 0.08 0.2 1.7 0.04 123 767±190 5.3±1.4 26
 0.09 0.2 1.8 0.08 123 1395±257 4.1±1.4 42
 0.08 0.2 1.7 0.05 125 794±170 8.9±1.6 29
 0.09 0.2 1.2 0.07 115 963±138 3.0±0.8 27
 0.09 0.2 1.5 0.06 118 421±45 11.4±3.3 21
 0.06 0.2 2.0 0.08 131 556±44 12.0±2.9 23
 0.04 0.2 1.3 0.05 88 782±213 5.9±1.1 24
 0.08 0.2 1.2 0.04 94 805±136 3.2±0.6 21

















芽のビタミンＢ1 は 0.15mg/100g、ふきのとうは 0.10 
mg/100g であり8）、ビタミンＢ1 及びＢ2 の値はほぼ近
い値であった。ナイアシンは、タラの芽が 2.5mg/100g、
ふきのとうが 0.9mg/100g であり両者の中間の値で
あった。ビタミンＢ6 は、タラの芽の 2.22mg/100g と
比較するとかなり少なく、ふきのとうの 0.18mg/100g
の３分の１の値であった。総ビタミン C は、タラの
芽の 7.0mg/100g、ふきのとうの 14.0mg/100g に比べて
かなり多かった。このことから、ブドウの若芽は他の




州葡萄の葉では 5.5 ～ 9.95 mg/g 乾物含むことが報告
されている 9）。葉の水分含量を約９割と仮定すると生
葉中のポリフェノール含量は 55 ～ 99.5mg/g 新鮮組織
重に相当する。本報告のブドウ生若芽中のポリフェ




果実 10）及びワイン中には最大 8.57μg/L 含まれている
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